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書
道
大
師
流
に
お
け
る

「甲
斐
守
」

緑

川
明

憲

は
じ
め
に

 
わ
が
国
は
律
令
制
度
の
も
と
六
十
八
ヶ
国
に
分
か
れ
、
守
以
下
の
い
わ

ゆ
る
受
領
が
そ
れ
ら
の
国
々
の
政
務
を
執
っ
た
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ

る
。
し
か
し
律
令
崩
壊
後
、
受
領
は
名
目
的
に
任
ぜ
ら
れ
る
も
の
と
な

り
、
『諸
職
受
領
調
』
に
よ
れ
ば
、
文
明
十
八
年

(
一
四
八
六
)
に
大
工

喜
平
次

の
先
祖
が
豊
後
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
以
後
、
江
戸
時
代
に
は
支
配
階

級
以
外

の
者
も
受
領
に
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
浄
瑠
璃
の
太
夫
と

し
て
著
名
な
竹
本
義
太
夫

(初
代
)
が
元
禄
十
四
年

(
一
七
〇

一
)
に
筑

後
橡
に
任
ぜ
ら
れ
た
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
任
官
例
は
京
周

辺
の
町
人
た
ち
に
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な
く
、
例
え
ば
武
蔵
国
川
越
の
菓

子
匠
亀
屋
も
弘
化
四
年

(
一
八
四
七
)
に
大
覚
寺
門
跡
の
慈
性

入
道
親

王
よ
り
河
内
大
橡
に
任
ぜ
ら
れ
る
な
ど
、
全
国
的
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ

っ
た
。
こ
う
し
た
受
領
は
芸
道
に
携
わ
る
者
や
商
工
業
者
の
身
分
や
地
位

な
ど
を
保
証
す
る
、
「箔
付
け
」
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。

 
さ
て
、
戦
国
時
代
末
期
に
そ
の
源
流
が
認
め
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
初
め

ご
ろ
に
上
賀
茂
社
の
神
官
で
あ

っ
た
藤
木
敦
直

(
一
五
八
二
ー

一
六
四

九
)

に
よ

っ
て
確

立

さ
れ

た
と
考

え
ら

れ
る
入

木
道

(書
道

)

の
ひ
と

つ

に
大
師

流

が
あ

る
。

こ

の
大
師

流

は
平
安

時
代

初
期

の
能
書

、

空
海

の
書

法
を
継

承

す
る

と
称

す
る
流

派

で
、

十

八
世
紀

後
半

以
後

は

天
皇

以
下

堂

上
や
地

下

の
間

で
広
く

流
行

し
、
多

く

の
人

々

の
間

で
も

て

は
や

さ
れ

る

よ
う

に
な

っ
た
。

現
在

で
も
額

や
懐

紙
、

短
冊

に
書

か
れ

た
大

師
流

の
筆

蹟
を

目

に
す

る

の

は
難

し

い
こ
と

で

は
な

く

(
図

1
参
照

)
、

例

え
ば

京

都

御

所
内

に
掲
げ

ら

れ
る

「
紫
震
殿

」

の
額
な

ど
も
、

ま

さ

に
大
師

流

に

よ

る
も

の
で
あ

る
。

 

と
こ
ろ

で

こ
の
大
師

流

に
お

い
て
は
、

家
元

と
も

い
う

べ
き
幾
人

か
の

能

書

た
ち

が
、

朝

廷

か
ら

甲

斐
守

に
任

ぜ

ら

れ

て

い
る

の
が

特

徴

で

あ

る
。

そ

こ
で
本
稿

で
は
こ

の
甲
斐
守

と

い
う
受

領

に
注
目

し
、

甲
斐

守

と

大
師
流

能
書

と

の
関
連

に

つ
い
て
、

そ

し

て
大

師
流

の
あ

り
方

の

一
端

に

つ
い
て
も
あ

わ

せ

て
考

察
を

試

み
て

み
た

い
。

大
師
流
別
称

「
甲
斐
流
」
の
由
来

 
大

師

流

に

は

い
く

つ
か

の
別

称

が

認

め
ら

れ

る

が
、

そ

の

ひ

と

つ
に

「
甲

斐
流

」
が

あ

る
。

そ

こ
で
大

師

流

の
名
称

の
変

遷

と
、

「
甲

斐

流

」

の
由
来

に

つ
い
て
確
認

し

て

い
き
た

い
。
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図1 大師流の例 一二条齊信和歌懐紙

 

『
入
木
道

誓

紙
案

文
』

(宮
内

庁
書

陵
部
蔵

)

は
鷹
司
房

輔

・
同
房

熈

・

同

政
通

が

そ

れ

ぞ

れ
大

師

流

の
伝
授

を

受

け

た
際

に
書

い
た

誓

状

で
あ

る
。

こ
の
う

ち
、
延

宝

七
年

(
一
六
七
九

)

に
房

輔
が
書

い
た
誓
状

に
は

「
野
山
大

師
御

流

之
書

法
、

今
正

所

口
授

也
」

と
あ

る
。
ま

た
、
有

栖

川

宮

幸
仁
親

王

の
花

山
院

定
誠

宛
書

状

に
は

「
抑

甲
斐
守

道
直
事

、
祖

父
敦

直

所
秘

野
山
大

師
流

儀

之
書

法
相

続
候
付

、
当
今

御

即
位
之
時

、

万
歳
被

仰

付
候

」

の

一
文

が
見

ら

れ
、
敦

直
没
後

か
ら
そ
れ

ほ
ど
時

間
が

経

っ
て

い
な

い
時

期

に
は

「
野
山
大

師
流

儀
之
書

法
」

な
ど

と
呼
ば

れ

て

い
た
ら

し

い
こ
と

が
わ

か
る
。

 

寛
政

四
年

(
↓
七

九

二
)

に
幕

府
右
筆

の
森

サ
祥

に
よ

っ
て
著

さ

れ
た

『
書
道

訓

』

に

は

「
入
木

道

極

秘

七

ヶ
条

、

…
古

来

よ

り

の

こ
と

成

べ

し
、
藤

木
者

流

に

て
七

ヶ
条

を

い
ふ
事

、

い
つ
れ
よ

り
伝
来

せ

し
や

い
ぶ

か

し
」
、

ま

た

「
賀

茂

甲
斐

守

へ
書
道

伝

授

の
系

図
、
道

風

朝

臣

、
佐

理

卿

は
有

て
、
行
成

卿

な
し
、

如
斯

一
家

の
伝
来

な

れ
ば

な

り
、
可

貴

、
賀

茂
者
流

な

ど

に
て
、

行
成
卿

は
系

図

に
も

れ
し
故

に
、
大
師

伝
来

は
な
き

な
ど

・
口
ま

か
せ

に

い
ふ
は
浅

見
也
」

と
見

え
、

こ

の
こ
ろ

は

「藤

木
者

流
」

「
賀
茂

者
流

」

と
呼
ば

れ

て

い
た

よ
う

で
あ

る
。

 

し

か
し
、

下
川

自

省

『書

法

要

語
』

(寛

政

三
年
)

に
は

「
今

大

師
筆

道
伝

来
有

二
流

、

日
大
師

流
、

日

甲
斐

流
是
也

」

と
あ

る

の
を
は

じ
め

と

し

て
、
興

田
吉

従

『
諸
家

々
業

記
』

(文
化
十

一
年

〔
一
八

一
四
〕
)

に
は

「
甲
斐

様
、

又

は
大

師
様

共

」
、

さ
ら

に
は

に
近

衛
家

諸
大

夫

の
佐

竹

重

政

に
よ

っ
て
著

さ

れ

た

『秘
十

二
点

大

意
』

(陽

明
文

庫

蔵
。

天

保

十
年

〔
一
八
三
九

〕
)

に
も

「
甲
斐

流
」

と
あ

る

よ
う

に
、
十

八
世

紀

末

か

ら

十

九
世
紀

初
頭

に
か

け
て

「
甲
斐
流

」

「大

師
流

」

の
名

称

が
確

認

さ
れ
、

現

在

で
は

こ

の
名
称

が

一
般

化
し

、
定
着

し

て

い
る
。
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さ
て
、

こ

の
甲
斐

流

の
名
称

の
由
来

に

つ

い
て

で
あ

る
が
、
前
掲

『諸

家

々
業

記
』

で
は

「
甲
斐
様

と

申
者

、
上
賀

茂

之
神

職
藤
木

甲
斐
敦

直

と

申

を
始

と
し
、

夫

よ
り
甲
斐

様

と
申
候

」

と
説

明
し

、
藤
木

敦
直

と

「
甲

斐

」

と

の
関
連

を
指

摘

し
て

い
る
。

一
方

、
前

掲

『秘
十

二
点

大
意

』

で

は

「筆

道

の
中

興

せ
る
賀

茂

敦

直

先

生

こ

そ

甲
斐

守

に
任
ぜ

ら

れ

し

よ

り
、

甲
斐
守

の
流

な
り

と

て
甲

斐
流

と

い

へ
る
也

」

と
あ

り
、

こ
こ

で
は

敦
直

が

「
甲
斐

守
」

に
任

ぜ
ら

れ

た
か
ら

で
あ

る

と
し

て

い
る
。

 

甲
斐

流

の
名

称

の
由
来

に
関

し

て
、

現
在

で
は
後
者

の
説

が
採

ら
れ

て

い
る
。

す
な

わ
ち
春

名
好
重

氏

が

「敦

直

は
甲
斐

守

に
任
ぜ

ら
れ

た

の
で

甲
斐
流

と
も

い
う
」

(
『書
道

基
本

用
語

詞

典
』
中

教
出

版
、

平
成

三
年
)

と
解
説

さ

れ
て

い
る

の
を

は
じ

め
、

小
松

茂
美
氏

も

「
甲
斐

流

と

い
う
別

称
を

も

っ
て
し

て
も

、

そ
れ

は
あ
く

ま

で
も
本

質
的

に

は
大

師
流

と
な

ん

ら
変

る
こ

と
が
な

い

の
で
あ

る
。
…

「
甲

斐
」

と

い
う

の
は
藤
木
敦

直

の

官
名

で
あ

っ
た
」

(
『
日
本

書
流

全

史
』

講

談

社
、

昭
和

四
十

五
年

)
、

ま

た
堀
江

知
彦
氏

も

「
敦
直

は
従

五
位

上

に
叙

せ
ら
れ

、
甲
斐

守

に
任
官

し

た
」

(
『書

の
日
本
史

』

五
、
平

凡
社

、
昭

和

五
十
年

)

と
あ
る

よ
う

に
、

藤
木
敦

直
が

甲
斐
守

に
任

ぜ
ら

れ

た
た

め

に

「
甲
斐

流
」

と

い
う

名
称

が

誕
生

し
た

と
す
る
説

が
極

め

て
有
力

と
な

っ
て

い
る

の
で
あ
る
。

二
 
藤
木
敦
直
の
甲
斐
守
任
官
を
め
ぐ
っ
て

 
今
述

べ
た
よ
う
に
、
大
師
流
に
お
け
る
甲
斐
守
の
問
題
は
藤
木
敦
直
と

密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
こ
で
実
際
に
藤
木
敦
直
は
正

式
に
朝
廷
か
ら
甲
斐
守
に
任
ぜ
ら
れ
た
の
か
否
か
と
い
う
基
本
的
な
問
題

に
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

 
敦
直

の
伝
記
中
、
管
見
の
範
囲
で
最
古
の
も
の
は
、
寛
文
十

一
年

(
一

六
七

一
)

に
ま

と

め
ら

れ

た

と

思

わ

れ

る

『賀

茂

県

主
官

位

補

任

録
』

(国
立

公
文

書
館
蔵

)

で
あ

る
。
敦

直

の
該

当
箇

所
を
挙
げ

る
と
、

従
五
位
上

 
敦
直

上
卿
日
野
亜
相
 
 
左
中
弁
業
光

元
和
五
正
六
 
従
五
位
下
 
晋
八
才

三
条
新
大
納
言
 
 
職
事
経
広

寛
永
元
六
廿
 
従
五
位
上
 
四
十
三
才

と
な

る
。

こ
こ

に
は
叙
位

に

つ
い
て

の
記
録

は
存
在

す

る
が
、

甲
斐

守
任

官

に

つ
い
て
は
全

く
記
録

さ
れ

て

い
な

い
。

ま
た
、

宝
永

七
年

(
一
七

一

〇
)

に
成

立

し
、
以

後
書

き
継

が

れ

て

い

っ
た

『
賀

茂
社

家

系

図

』

(賀

茂
県

主
同
族

会
蔵

)

に
は
、

敦
直
 
 
元
和
五
正
六
 
従
五
位
下
 
年
晋
八

 
 
寛
永
元
六
廿
 
従
五
位
上

敦
直
、
慶
長
年
中
受
入
木
道
七
箇
之
伝
於
賀
茂
成
定
、
探
究
其
奥

旨
、
及
後
年
門
弟
有
数
百
人
、
北
小
路

宮
内
少
輔
大
江
道
芳

誰
煉
稼
其
高
弟
也
。
因
授
書
法
於
道
芳
朝
臣
井
難
波
中
納
言
宗
種

卿
等
了
。
明
正
院
在
位
中
賜
扇
地
色
紙
形
書
之
。
慶
安
二
年
正
四

頓
死
、
年
六
十
八
。

と
あ

り
、
比

較
的

詳

し
く
述

べ
ら
れ

て

い
る
経
歴

の
中

で
も
敦

直

の
甲
斐

守
任

官

は
全

く
触

れ

ら
れ

て

い
な

い
の

で
あ

る
。
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次

に
掲
げ

る

の
は
、

の
系
図

で
あ

る
。

『賀
茂
社
家
系
図
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
藤
木
家

正
禰
宜
久
時
曾
孫
為
直
男

●
久
 
直
-

治
 
直
 
 
秀
 
直
ー

兼

直

 

禅
師
 
 
長
命

出
羽
 
命
徳

肥
後
 
 

命
鶴

直
-

貞
 
直

 
 

命
若

因
幡

信

直
-

教

直
-

敦

直
-

重

直
ー

生

直
-

司

直

信
千
代
 
 
命
若

内
膳
 
 

甲
斐
 
 
 
 
三
郎
 
 
 
仙
 
 

書
博
士
甲
斐
守

 
 

 

 

主
馬
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
甲
斐
守

源
太
郎

虫

麿

代

々

の
当

主

に
は

そ

の
人

物

の
幼

名

や
通
称

と
思

し
き
名

、
あ

る

い
は
任

ぜ

ら

れ
た
官
職

名
が

記

さ
れ

て

い
る
が
、
敦

直

の
場

合

「
甲
斐

」

と

の
み

記

さ

れ
、

「
甲
斐

守
」

で
は
な

い
こ

と
は
注
意

さ

れ
る
。

 

こ

れ
ら

の
ほ
か
、

敦
直

を
甲
斐

守

と
は

し
て

い
な

い
記

事
を

以
下

に
列

挙

す

る
。

正
月

四
日

、
賀
茂

県
主

敦
直

忌
、

是

レ
藤
木

甲
斐

ニ
シ
テ

而
近
世

筆

法

ノ
達
人

ナ
リ
也
。

 

 
 

 

 
 

 
(
『
日
次
記

事
』
、
貞
享

二
年

〔
一
六

八
五
〕
ご

ろ
)

さ
る
を
、

筑
紫
高

良

山

の
僧

正

(稿
者

注

・
寂

源
。

藤
木

敦
直

の
末

子
)

は
加

茂

の
甲
斐
何

が

し
が
厳

子

に
て
、
此

た
び

洛

に

の
ぼ
り

い

ま

そ
か
り

け

る
を
、

あ
る
人

を

し

て
額

を
乞
。

 

 
 

 

 
 

 

 
 

(松

尾

芭
蕉

『
幻
住
庵

の
記

』
、

元
禄

三
年

)

此
国

の
筆

法
と

い

へ
る
は
、

壬

辰

の
乱

後
、
虜

と
な

り

て
、
此

国

に

す

め
る

か
ら
人

の
を

し

へ
し
を
、

賀
茂

の
甲
斐

つ
た

へ
た
る
な

り
。

 

 

 
 

(雨
森

芳
州

『
た
は

れ
ぐ
さ
』
、

宝
暦

四
年

〔
一
七

五
四

〕
)

按
ず

る

に
、
賀

茂
甲

斐
敦
直

は

天
文
年
間

飯
河

治
部
少

輔

秋
芸

、
老

後

一
雨

斎
妙

佐

と
号

せ
し
人

に
、
上

代

の
筆

法

を
伝

へ
う

け

た
る

な

り
。
 

 

 

(曲

亭
馬

琴

『兎

園
小

説
』
、

文
政

八
年

〔
一
八

二
五
〕
)

こ

の
よ
う

に
、
賀

茂
社

家

に
関

す
る
記
録

類

に
は
甲
斐

守
任

官

に

つ
い
て

の
記
述

が
存

在

せ
ず
、

ま

た
甲
斐

守
任
官

に
触

れ
ず

に
通
称

(呼
び

名
)

と
思

わ
れ

る

「
甲
斐
」

の
み
を
記

す
記
事

が
、

江
戸
前

期

か
ら

後
期

に
か

け

て
見
ら

れ

る

の
が
大

き

な
特
徴

と

い
え
よ

う
。

 

一
方
、

敦
直

を
甲
斐

守

と
す

る
記
事

を
以

下

に
列

挙
す

る
。

藤
木
主
殿
拝
任
甲
斐
守
事
、
因
准
祖
父
佳
燭
珍
重
悦
申
候
、
然
者

仙
院
之
趣
、
兵
部
卿
宮
以
消
息
示
給
候
ぬ
、
祖
父
故
甲
斐
守
敦
直
以

来
、
五
筆
大
師
書
法
相
承
大
切
思
食
候
。

 
 
 
 
 
 
 
 
(花
山
院
定
誠
筆
寂
源
宛
書
状
、
元
禄
三
年
か
)

其
後
、
成
定
よ
り
私
曾
祖
甲
斐
守
敦
直
に
伝

へ
、
敦
直
は
こ
れ
を
本

庄
宮
内
少
輔
大
江
道
芳
の
朝
臣
に
伝
ふ
。

 
 
 
 
(藤
木
司
直

『入
木
道
注
進
』、
享
保
五
年

〔
一
七
二
〇
〕)

筆
道
の
中
興
せ
る
賀
茂
敦
直
先
生
こ
そ
甲
斐
守
に
任
ぜ
ら
れ
し
よ

り
、
甲
斐
守
の
流
な
り
と
て
甲
斐
流
と
い
へ
る
也
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(前
掲

『秘
十
二
点
大
意
』
)

敦
直
、
従
五
位
下
甲
斐
守
県
主
、
文
禄
元
生
、
慶
安
二
年
正
月
四
日

死
 
六
十
八
。

 
 
 
 
(陽
明
文
庫
蔵

『入
木
道
甲
斐
流
伝
』
、
〔江
戸
後
期
〕
写
)

正
月
四
日
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敦
直
藤
琳
押
斐
守
六
+
八

 
 
 
 
(古
筆
了
伴

『思
ひ
よ
る
日
』
、
嘉
永
元
年

〔
一
八
四
八
〕)

賀
茂
敦
直
、
従
五
位
下
甲
斐
守
、
賀
茂
成
定
に
大
師
様
の
書
法
を
受

け
書
博
士
と
為
る
、
明
正
天
皇
即
位
の
時
万
歳
の
旗
を
書
す
、
賀
茂

の
書
博
士
此
よ
り
起
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
(『京
都
府
愛
宕
郡
村
志
』、
明
治
四
十
四
年
)

こ

の
ほ
か
、
松

平

定

信
編

『集

古
十

種

』

(寛

政
十

二
年

序
)

の
扁

額

の

部

に
も

「藤

木

甲

斐

守
敦

直

真

蹟

」
と

し

て

い
く

つ
か
紹

介

さ
れ

て

い

る
。

こ
れ
ら

の
記
事

の
う

ち
、

小
笹
喜

三

が
元
禄

三
年

の
も

の
と
指
摘

す

る
花

山
院
定

誠

の
寂

源
宛
書

状

の

み
が
突
出

し

て
古

い
例

と

な
る
が
、

江

戸
前

期

に
は
ほ

か

に
見
ら

れ
ず

、
後
期

以
降

に
集
中

し

て

い
る

の
が
特

徴

で
あ
る
。

し

か
も
敦

直
が

甲
斐

守

で
あ

っ
た
と

す
る
記
事

で
そ

の
任
官

時

期

を
記

す
も

の
は
皆

無

で
あ
り

、
敦
直

が

甲
斐
守

に
任
ぜ

ら

れ
た

と

い
う

こ
と

は
現
時
点

で
は
断
定

し
得

ず
、
実

際

の
任
官

に

つ
い
て
は

か
な
り

の

疑

問

が
残

る
。

と

こ
ろ

で
、
次

の

一
文

に
は

興
味

深

い
箇

所

が

存

在

す

る
。

前
摂
政
様

(稿
者
注

・
近
衛
家
熈
)
御
成
、
藤
木
甲
斐
守

(稿
者

注

・
藤
木
司
直
)
儀
、
加
茂
之
官
位
其
盤

に
相
勤
申
度
由
被
申
候

処
、
呼
名
に
而
相
勤
可
申
候
由
、
仰
に
候
得
共
、
左
様
に
而
も
成
申

候
由
御
暇
被
願
、
首
尾
■
■
御
暇
出
る
、
御
合
力
と
な
く
金
子
五
両

被
下
也
。 

(陽
明
文
庫
蔵

『雑
事
日
記
』
享
保
元
年
九
月
二
日
条
)

す
な
わ
ち
、
敦
直
の
曾
孫
に
あ
た
る
司
直
が

「加
茂
之
官
位
其
儘
」
に
近

衛
家

へ
出
仕
し
た
い
と
い
う
内
容
が
示
す
よ
う
に
、
上
賀
茂
社
の
中
で
は

「加
茂
の
官
位
」
と
い
う
別
個
の
秩
序
が
存
在
し
た
よ
う
な
の
で
あ
る

(司
直
の
正
式
な
甲
斐
守
任
官
は
、
『地
下
家
伝
』
等
に
よ
れ
ば
享
保
十

一
年
九
月
四
日
)。
と
す
れ
ば
、
仮
に
敦
直
が
甲
斐
守
で
あ

っ
た
と
し
て

も
、
朝
廷
か
ら
の
正
式
な
任
官
の
事
実
が
確
認
さ
れ
な
い
以
上
、
そ
れ
は

上
賀
茂
社
内
に
お
け
る
官
位
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
国
名
や
官
名

を
通
称
と
す
る
の
は

『京
都
御
所
向
大
概
覚
書
』
に

「国
名
井
官
名
下
司

な
し
に
唱
候
議
、
た
と

へ
は
近
江
大
橡
を
近
江
と
計
、
又
は
主
水
正
を
主

水
と
計
申
候
得
は
呼
名
に
成
申
候
」
と
見
え
、
実
際
に

『看
聞
秘
紗
』

(更
衣
山
西
王
寺
蔵
)
巻
五
に

「南
都
禰
宜
大
宮
宮
内
嫡
子
亀
丸
呼
名
之

事
…
従
大
御
所
呼
名
被
仰
付
訥
臓
」
と
い
う
例
が
存
在
す
る
。
あ
る
い
は

こ
う
し
た
通
称

(呼
び
名
)
と
し
て
の
甲
斐
が
後
世
に
正
式
な
受
領
で
あ

る
甲
斐
守
と
混
同
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
こ
の
の
ち
、
敦
直
の
孫
の
生
直
と
曾
孫
の
司
直
と
は
そ
れ
ぞ
れ
朝
廷
か

ら
甲
斐
守
に
任
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
が
、
こ
の
甲
斐
守
任

官
に
関
し
て
は
、
『禁
中
並
公
家
諸
法
度
』
第
十
条
に

「諸
家
昇
進
之
次

第
、
其
家
家
之
守
旧
例
可
申
上
」
と
あ
る
よ
う
に
、
敦
直
の
上
賀
茂
社
に

お
け
る
通
称
で
あ
る
甲
斐

(な
い
し
甲
斐
守
)
に
因
む
も
の
で
あ
る
と
み

て
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

 
こ
う
し
た
先
例
に
基
づ
く
任
官
は
諸
家
に
見
ら
れ
、
例
え
ば
冷
泉
家
当

主
は
民
部
卿
に
、
武
家
の
例
と
し
て
は
会
津
の
松
平
家
当
主
は
肥
後
守
に

任
ぜ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
各
家
に
世
襲
さ
れ
る
官
職
が
あ
る
程
度
決
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
藤
木
家
の
甲
斐
守
の
場
合
も
ま
た
、
大
師

流
の
家
元
的
能
書
を
表
す
受
領
名
で
あ
る
と
い
う
よ
り
も
、
家
の
先
例
に

従
っ
て
任
ぜ
ら
れ
る
官
職
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
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藤
木

家

の
当

主

は
同
時

に
代

々
が
大
師

流

の
能

書

で
も

あ
る

た
め
、

司
直

ま

で

の
甲
斐

守

の
性

質

は
、
藤

木
家
世

襲

の
官

職

な

の
か
、
大

師
流
能

書

を
意

味

す
る
受

領

な

の
か
は
明
確

で
な
く
、

む
し

ろ
ど

ち
ら

の
性
質

も
併

せ
持

つ
未

分
化

な
状

態

で
あ

っ
た
と

い
わ
ざ

る
を
得

な

い
。

 

な

お
、

生
直

以
降

の
藤

木
家

に

つ

い
て
簡
単

に
触

れ

て
お
く

。

 

生

直

は
大
師

流

の
書
法

を
、
能

書

と
し

て
も
極

め

て
名
高

い
予
楽
院

・

近

衛
家

熈

へ
と
伝

授

し

て

い
る
。
家

熈

は

こ
の
書

法

を

司
直

へ
と

伝

授

し
、

以
後

司
直

は
大

師
流

能
書

と
し

て
活
躍

す
る

こ
と

と
な

っ
た
。

す
な

わ

ち
、
司

直

の
書

は
霊
元

院

の
賞

す

る
と

こ
ろ
と

な
り
、

正
徳

五
年

(
一

七

一
五
)

三

月

に

「
筆
道

本
原

」

の
号

を
、

さ
ら

に
享
保

十

一
年

九

月

に

は
江

戸
時

代

に
初

め
て
書

博
士

に
任
ぜ

ら

れ
る

の
で
あ

る
。

こ

の
よ

う

に

代

々

の
当

主

が
大
師

流
能
書

と
し

て
活

躍
し

た
藤
木

家

で
あ

っ
た
が
、

享

保
十

四
年

九
月

十
五

日

に
司
直

の
嫡

子

香
槌
丸

が
亡

く
な

り
、

そ

の
後

男

子

に
恵

ま
れ

ぬ
ま
ま

司
直

が
元
文

三
年

(
一
七

三

八
)

一
月

二
十

九

日

に

卒

し

、
藤

木
家

は
断
絶

し

て
し

ま

っ
た

の

で
あ

る
。

 

結

果

と
し

て
、

藤
木

家

の
人
間

で
大
師

流
書

法
を
継

承

す
る
者

は

い
な

く
な

っ
た
が
、

司
直

の
墓
碑

銘

や

『賀

茂
社
家

系
図

』

に
よ

っ
て
、
司

直

か
ら

書
法

を
直
接

学

ん
だ
花

山
院
常

雅

と
上
賀

茂
社

神
官

の
岡
本

邦
氏

が

大

師

流
を

継
承

す
る

こ
と

と
な

っ
た
。

そ
し

て
こ

の
岡
本
邦

氏

以
降
、

甲

斐
守

は
決

定
的

に
大
師

流

の
家

元
的
能
書

を
意

味
す

る
受
領

と

な

っ
た

の

で

は
な

い
か

と
考

え

ら
れ

る

の
で
あ

る
。

三
 

岡
本
邦
氏
に
つ
い
て

 
現
在
で
は
そ
の
名
や
経
歴
が
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
大
師
流
に
お

け
る
甲
斐
守
の
意
義
を
明
確
に
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
岡
本
邦
氏
の
人
と
な

り

に

つ
い
て
、

墓
碑

銘
な

ど

に
よ

っ
て
明
ら

か

に
し
て

い
き

た

い
。

 

墓

碑
銘

(現

存
。

稿
末

に
全
文

を
付

す
)

に
よ

る
と
、
邦

氏

は

元
禄
十

五
年
十

月

五
日

、
父
氏

共
、

母
村

子

の
間

に
誕
生

し
、

享
保

六

年

に
従

五

位

下

に
叙

せ
ら

れ
た

の
を
皮

切

り

に
、
最

終
的

に
は
宝

暦
九

年

に
正

四
位

上

に
陞

っ
た
。

ま
た

元
文

四
年

に
は
、

岡
本
家

で

は
先

例

の
な

い
甲
斐
守

に
任
ぜ

ら

れ

て

い
る
。

先
例

が
な

い
と

い
う

こ
と

に

つ
い
て

は
、
左

の
系

図

の
如

く

で
あ

る
。

祝
氏
経
五
世
孫

●
惟
 
氏
ー

彦

 

 
 
 
 

彦

一

畢継

暮
舞

野斎
薯譲

蝉

盛
 
氏
-

氏
 
毎
ー

氏
 
顕

 八
郎

肥
後

鶴
松

出
雲
 
 
乙
福

右
京
 
 
 
内
匠
 
 
 
 
美
作
橡

氏
 
澄
-

氏
 
共
ー

氏
 
逢
…

福
松

乙
福
 
重
松
 
 
 
改
邦
氏

備
前
守
 
 
 内
蔵
権
頭
 

甲
斐
守

 
 
 
 

 
 
 

 
 

幸
介

下
総

 
 

(
『賀

茂
社
家

系

図
』

に
よ
る

)

な

お
、

氏
継

の
名

の
横

に
は

「
甲
斐

」

と
あ

る
が
、

こ

の
場

合

は

お
そ

ら

く
は
先

程
推

測

し
た

よ
う

に
、
上
賀

茂
社

に
お
け

る
氏

継

の
通

称

で
あ

ろ

う

と
思

わ

れ
る
。

つ
ま
り
、
邦

氏

の
系
統

の
岡
本

家

と
甲
斐

守

と

は
、
邦

氏

ま

で

は
ほ
ぼ
何

の
関

わ
り

も
な

か

っ
た
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

 

邦
氏

は
大

師
流

の
書

法
を
藤

木

司
直

か
ら
伝
授

さ
れ
、
墓

碑

銘

に

「
点

画

尤
熱

成
」

と

あ
る

よ
う

に
大
師
流

の
書

を
よ

く
し

た
よ
う

で
あ

り
、
実

際

に
宝

暦
五

年

に
摂
政

一
条
道

香

の
復
辟

の
辞
表

を
清

書

し

た
り
、

同
十

三
年

に
は
後

桜
町

院

の
即
位
式

に
際

し

て
万
歳
旗

の
清

書
を

命

じ

ら
れ

て

い
る

な
ど
、
能

書

と

し
て

の
活

動
が

認

め
ら
れ

る
。
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と

こ
ろ

で
、
上
賀
茂

社

の
社
家

は
神
主
家

と
称

さ
れ

る
八
家

が
祝

・
禰

宜

・
神

主

と

い

っ
た
上
位

の
神
職

を
独
占

し
た

た
め
、

こ
う
し

た
職

に
就

く

こ
と

の
出
来

な

い

「
氏

人
」

(平
社

家

)
と
称

さ

れ

る
家

の
者

は
堂

上

家

の
諸

大
夫

や
侍

と
な

っ
て
生
計

を
立

て

て

い
た
。
邦

氏

の
出
身

で
あ

る

岡
本
家

は

こ

の
氏
人

の
階
級

に
属

し

て
お
り
、

氏
共

以
降

、
近
衛

家

へ
出

仕

し

た
こ

と
が

『雑

事
日
記

』

や
次

に
掲
げ

た
系
図

に
見

ら
れ

る
。

癩
撒
氏
澄
次
男
 

八
之
丞

 
 
 
 
蹄
.
蕪

 
 
 
 
 
後
帯
刀

 
要
人
 
 
 
 
 
 
 
 
 
帯
刀

邦
 
氏
 
 
 
 
 

氏
 
雅

仕
家
熈
公
御
側
勤
仕
 
 
 
 
依
病
身
退
身

大
唐
六
典
筆
者
也

為
賞
琉
球
製
御
硯
拝
領

 
 
 
 
 
 

(『看
聞
秘
紗
』
巻
二
)

邦
氏
自
身
の
近
衛
家

へ
の
出
入
り
に
つ
い
て
は

「岡
本
八
之
丞
儀
、
御
奉

公
人
に
被
仰
付
、
其
上
、
名
を
要
人
と
御
改
」
(『雑
事
日
記
』
享
保
元
年

八
月
九
日
条
)
と
あ
る
の
が
初
見
で
、
近
衛
家
に
お
い
て
は

「要
人
」
の

通
称
で
享
保
元
年
か
ら
近
衛
家
本
邸
で
あ
る
今
出
川
御
殿
に
勤
務
し
た
。

し
か
し
享
保
十
三
年
ご
ろ
、
家
熈
の
隠
居
所
で
あ
っ
た
河
原
御
殿

(鴨
川

西
岸
二
条
)
で
の
勤
務
に
な
っ
た
ら
し
い
。
こ
れ
以
後
、
邦
氏
は
右
の
系

図
に

「仕
家
熈
公
御
側
勤
仕
」
と
あ
る
の
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
家
熈

の
晩
年
の
言
行
録
で
あ
る

『椀
記
』
に
そ
の
名
が
た
び
た
び
見
え
る
よ
う

に
な
る
。
さ
ら
に
法
蔵
寺
住
持
の
黄
奨
僧
百
拙
元
養
編

『台
草
彙
編
』
の

践
に
も

「丹
波
頼
庸
朝
臣

・
賀
茂
邦
氏
、
皆
腿
尺
台
階
」
と
指
摘
さ
れ
て

お
り
、
家
熈
に
非
常
に
親
し
く
仕
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
実

際

、
陽

明

文
庫

に
は

家

熈
筆

の

『
諌

院
題

名

記

』

を
邦

氏

が

模

写

し

た

も

の
な

ど
が
伝

来

し
て

お
り
、
邦

氏
が

大
師

流

の
能

書

と
な

っ
た

の
は
、

家

熈

に
近

侍

し

て

い
る
間

に
か
な
り

の
影
響

を
受

け

た
か
ら

で
は
な

い
か

と
思

わ
れ

る
。
家
熈

自
身

、
空
海

の
書

を
非

常

に
好

ん

で
臨

書

や
模
写

を

繰

り
返

し
、

さ
ら

に
藤
木

生
直

か
ら
直

接
大

師
流

の
書

法
を

授

け

ら
れ

た

こ
と

は
先

に
述

べ
た
通
り

で
あ

る
。

 

さ

て
、
邦

氏
が
十

五
歳

の
時

に
近
衛

家

に
仕

え

て
以

来
、

二
十

】
年

と

い
う

歳

月

が
経

っ
た

元
文

元

年

十

月

三
日

、
家

熈

が

七
十

歳

で
莞

去

し

た
。

そ

の
約

二

ヶ
月

後

に
は
、

於
御
前
被
 
仰
付
趣

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

要
人

予
楽
院
御
在
世
中
、
依
父
病
気
御
暇
願
之
旨
、
被
及
聞
召
候
、
今
度

願
之
通
御
暇
被
下
候
、
但
自
今
御
用
之
節
、
度
々
可
被
召
候
間
、
左

様
相
心
得
可
申
候
。

 
 
 
 
 
 
 

(『雑
事
日
記
』
元
文
三
年
十

一
月
二
十
八
日
条
)

と
申

し
渡

さ
れ

て

い
る
よ
う

に
、

邦
氏

は
家

熈

の
莞
去

を
…機

に
近

衛
家

を

致

仕

し
、

以

後

は

花

山

院

常

雅

の
も

と

に
繁

く

出

入

り

す

る

よ

う

に

な

る
。

し

か
し
花

山
院
家

を
含

め
、

特
定

の
家

の
家

司
と

し

て
仕

え
る

こ

と
は

な
か

っ
た
ら

し
く
、

近
衛
家

へ
の
出

入
り

も
邦
氏

の
没
年

で
あ

る
明

和

二
年

(
一
七
六

五
)

ま

で
続

い
て

い
る
。
後

桜
町
院

即
位

式

の
万
歳
旗

清
書

が
邦

氏

に
命

ぜ

ら

れ
た
際

に
は
、

「
全

此
方

(稿

者

注

・
近

衛

家

)

御
威

光

ゆ

へ
」

(
『
雑
事

日
記
』

宝
暦

十

三
年

八
月

一
日
条

)

と
邦
氏

自
身

一20一



が

述

べ
て
お
り
、

近
衛

家

は
家
熈
莞

去
後

も
邦

氏

の
活
動

に
対

し

て
大
き

な

影
響

を
与

え

て

い
た

の
で
あ

る
。

 

さ

て
、
家

熈

は
晩
年

か
ら

側
近

の
学
者

で
あ

る
広

島
藩

儒

の
堀
南

湖
や

松

下

見
櫟
、

百
拙

元
養

や
西

王
寺
住

持

の
九
峯

自
端

ら

を
集

め
て

『
大
唐

六

典
』

の
校

訂

に
力
を

注
ぎ

、
頻
繁

に
校

訂
作

業

を
行

っ
て

い
た
。

こ
の

作

業

に
は
近

衛
家

侍

の
中
原

織
部

(
の
ち

に
佐

竹

重
威

と
改
名

。
大

師
流

能

書

)
と

と
も

に
、
邦

氏
も

参
加

し

て

い
た
。

と
こ

ろ
が
校

訂
作
業

は
家

熈

の
生

前

に
は
完

成

し
な

か

っ
た

た

め
、
莞
去

後

も
引

き
続

き
行

わ
れ
、

家

熈

の
孫

で
あ

る
内
前

の
代

、
す

な

わ
ち
元
文

四
年

に
至
り
出

版
、
完

成

す
る

に
至

っ
た
。

そ

の
際

『
大
唐

六
典

』

の
清

書

は
邦
氏

と
中

原
織

部

の

二
名

が
命
ぜ

ら

れ
て

い
る

の

で
あ

る
。

こ

の
二
名

が
筆
者

に
選

ば

れ
た
理図2 『大唐六典』冒頭部

由

と
し

て
は
能

書

で
あ

る

と

い
う

こ
と

に
加

え
、
家

熈

の
側

近

く

に
仕

え
、
直

接
書

法

を

学

ん

で

い
た
た

め

で
あ

ろ
う
。

『
大
唐

六

典
』

は
楷
書

で
書

か
れ

て

い
る
が
、

二
人

の
書

に
は
家

熈

の
書
風

の
影
響

が
非

常

に
色

濃

く
認

め

ら
れ

る
。

 

『大

唐

六
典
』

が
完

成

し

た

の
ち
、

校
訂

作
業

に
携

わ

っ
た
者

に
対

し

て

そ
れ

ぞ

れ

近
衛

家

か
ら
褒

美

が
下

さ

れ

た
。

そ

の
日

時

は

『
雑

事

日

記

』

に

よ

っ
て
元
文

四
年

十

二
月

二
十

六

日

で

あ

っ
た

こ

と
が

知

ら

れ

る
。
邦

氏

へ
の
褒
美

は
、

『看

聞

秘
紗

』

に

は

「
紫

石

唐
硯

・
白

銀

五

枚

岡
本
要

人

江
」

と
あ

る
。

ま

た

『
雑
事

日
記

』

に

は

「
硯

石
蹴
石
丹
波
能
、

銀

五
枚

 
岡

本

甲
斐

守

へ
」
と

あ

っ
て
、

両
書

の
記

述

は

一
致

し

て

い

る
。

さ
ら

に
近
衛
家

か
ら

の
褒
美

が
下

さ
れ

た
ち

ょ
う
ど
前

日

で
あ

る
十

二
月

二
十
五

日

に
、
邦
氏

は
岡
本
家

の
先

例

に
な

い
甲
斐
守

に
朝

廷

か
ら

任

ぜ

ら

れ

て

い
る

の
で
あ

る

(後
掲

岡

本
邦

氏
墓

碑
銘

参

照
)
。

こ

の
機

の
任
官

は
当

然
な

が

ら

『大
唐

六
典

』
完

成

に
対
す

る
褒
美

の

一
環

で
あ

る
と
考

え

ら
れ
、
近

衛
家

の
力
が

大
き

く
働

い
た

こ
と
は
間

違

い
あ

る
ま

い
。

 

こ
の
邦
氏

の
甲
斐

守
任

官

は
注

目
さ

れ
る

べ
き

で
あ
ろ

う
。
単

に
儀

礼

的

、
あ

る

い
は
名

誉
的

な
任

官

で
あ
れ
ば

、

ど

の
官

職

で
も
よ

か

っ
た
は

ず

で
あ

る
。

ま

た
、
も

し
岡

本
家

の
先
例

に
基

づ
く

任
官

で
あ

れ
ば
、

先

に
挙
げ

た
岡

本
家

の
系

図

に
あ

る
よ
う

に
内
蔵

権
頭

や
備
前

守

が
よ

り
適

当

で
あ

ろ
う

。

に
も
関

わ
ら

ず
、

邦
氏

が
あ

え

て
甲
斐

守

に
任
ぜ

ら

れ
た

と

い
う

こ
と
は
、

甲
斐
守

は
能
書

、
そ

れ
も
大

師
流

を
学

ん
だ
能

書

が
名

乗

る
に
ふ

さ
わ

し

い
受
領

で

あ

る
と

い
う
認
識

が
芽

生
え

て

い
た

か
ら

で

は
な

い
だ

ろ
う

か
。
邦
氏

の
甲
斐

守
任
官

は
、

司
直

ま

で
は
藤
木

家
世

襲

の
官
職

な

の
か
大
師

流
能

書

を
意

味
す

る
受
領

な

の
か
不

分
明

で
あ

っ
た
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は
ず

の
甲
斐

守

の
性

質

を
、
大
師

流

の
能
書

に
下
さ

れ

る
受
領

と

い
う

性

質

に
変

化

さ
せ
た

と
考

え
て
差

し
支

え
あ

る
ま

い
。

 
邦

氏

は
明

和
元
年

に
嫡

子
氏

雅
を

亡
く

し
、

さ
ら

に
自
身

も

翌
年

に
没

し

た

た

め
、

大
師

流

は

花

山
院

常

雅

の

一
時
預

か

り

と

い

っ
た
形

に
な

り
、

邦
氏

の
後
を
継

承

す
る
者

と

し
て
、
邦

氏

と

は

い
と

こ

に
当

た

る
岡

本
氏

梁

の
成

長

に
期
待

が
寄

せ
ら

れ
た

よ
う
だ

。
し

か
し

こ

の
氏

梁

も
明

和

三
年

五
月

七

日

に
三
十

六
歳

と

い
う

若

さ

で
没

し

て
し

ま
う
。

『賀

茂

社
家

系
図
』

に
は
、

没

す
る
直
前

、

形
式
的

で
は
あ

ろ
う

が
氏
梁

が
常

雅

か
ら
大
師
流

の
伝
授

を
受

け

た

こ
と
が
記

さ
れ

て

い
る
。

ま
た
、

氏
雅

の

子
氏

礼
も
天

明

八
年

(
一
七

八
八
)

に

二
十

五
歳

で
夫

折

し
、
邦

氏

の
直

系

は
断
絶

し
て
し

ま
う
。

 

し
か

し
邦

氏

と
同
じ

く

『大

唐
六

典
』

の
筆
者

と
し

て
名

を
連

ね

て

い

る
中

原
織
部

(佐
竹

重
威

)

は
安
永

五
年

(
一
七
七

六
)

か
ら

同
六
年

に

か
け

て
大
炊

御
門
家

孝

か
ら
大

師
流

の
伝

授
を

う

け
、
安

永
五
年

に
は
佐

竹
家

の
先
例

に
な

い
甲
斐

守
、

さ

ら

に
は
書

博

士

に
任
ぜ

ら

れ
、
禁
裏

の

下

馬
碑

を
清

書

す
る
な

ど
大
師

流

の
能
書

と

し
て
活

躍
す

る

の
で
あ

る
。

つ
ま
り
、
特

定

の
家

に
関

係

な
く
大

師
流

を
代
表

す

る
能
書

は
甲
斐
守

に

任
官

さ

れ
る
と

い
う
流

れ
は
、

邦
氏

か

ら
重
威

へ
と
引

き
継
が

れ

て

い

っ

た
の

で
あ

る
。

お
わ
り

に

 
以
上
述

べ
て
き
た
よ
う
に
、
藤
木
司
直
ま
で
は
藤
木
家
の
世
襲
の
官
職

な
の
か
、
あ
る
い
は
大
師
流
能
書
を
表
す
受
領
な
の
か
不
分
明
で
あ

っ
た

(あ
る
い
は
そ
の
両
方
の
意
味
を
持

つ
)
と
思
わ
れ
る
甲
斐
守
は
、
岡
本

邦
氏

の
甲
斐

守
任

官

に
よ

っ
て
家

に
関

係
な

く
能
書

、
特

に
大
師

流

の
家

元
的
能

書

へ
与

え
ら

れ
る
受

領

へ
と
変

化
し

て

い

っ
た

の

で
あ

ろ
う

と
考

え

ら
れ

る
。
も

ち
ろ

ん
、
藤

木
敦

直

と
甲
斐

と

の
関
連

が
甲

斐
守

と

い
う

官
職

を
想
起

さ

せ
、

さ
ら

に
甲
斐

流

と

い
う

名
称

を
誕

生

さ
せ

る
要
因

と

な

っ
た

こ
と

は
否

定

で
き

な

い
事

実

で
は
あ

ろ

う
が
、

寛
政

以
前

ま

で
は

甲
斐
流

の
名

称

が

一
般

的

で
は

な
か

っ
た

ら
し

い
こ
と
を
考

え

る
と
、

甲

斐
流

の
名
称

発
生

の
要

因

を

ひ
と
り
敦

直

の

み
に
帰
す

の
で
は
な

く
、

む

し

ろ
敦
直

以
後
、

代
表

的

な
大
師

流
能

書

が

み
な
甲
斐

守

に
任
ぜ

ら

れ
た

た

め

に
甲
斐

流

の
名
称

が

誕
生

し
た

と
考

え
る

ほ
う
が

よ
り

妥
当

性
を

持

つ
だ

ろ
う

。
そ

の
よ

う
な
中

で
、

藤
木

家

以
外

の
大
師

流

の
能
書

が

甲
斐

守

に
任

ぜ

ら
れ

て

い
く

先
例

を
作

っ
た
邦
氏

の
存

在
を

、
も

う
少

し
注

目

し

て
も
よ

い
の
で
は

な

い
か
と
思

わ

れ

る
。

 

も
ち

ろ
ん
、
邦

氏

や
佐
竹

重
威

の
甲
斐
守

任
官

に
関

し

て
は
、

近
衛

家

熈

の
存
在

を
忘

れ

て
は
な

る

ま

い
。

司
直

も
近

衛
家

へ
出
入

り

し

て

い
た

ふ
し
は

み
ら

れ
る
が

、
邦

氏

と
重
威

と

は
家

熈

の
近

く

に
仕

え
、

と

も

に

家
熈

か
ら
書

の
影
響

を
大

い
に
受
け

て

い
る

の
で
あ

る
。
藤

木
家

出
身

で

は
な

い
二
人
が
揃

っ
て
大

師
流

の
能
書

と
し

て
認

め
ら
れ
、

両
家

の
先

例

に
な

い
甲

斐
守

に
任
ぜ

ら

れ

て

い
る

と

い
う

こ
と
は
、

大
師

流

に

お
け
る

家

熈

の
存

在
が
非

常

に
大

き
く

、
後

世

に
影
響

を
与

え
て

い
る
と

い
う

こ

と
が

で
き
る

の

で
は
な

い
だ

ろ
う

か
。

 

な

お
、

江
戸
時

代

を
通

し

て
甲
斐

守

と

い
う

受
領
自

体

は
廷
臣

や
武

家

を
問

わ
ず

任
官

さ
れ

て

い
る
。

し

か
し
、

先
程

も
触

れ
た
岡

本
氏

梁

の
孫

で
あ

る
岡
本

氏

祥

の

『氏

祥

県
主

和

歌
集

』

(小
笹

喜

三

『書

道

大

師

流

綜

考
』
所

収

)

に
見

え

る

「神

山

の
同

じ
根

さ
し

に
生
な

か

ら
か

ひ
あ

る

か
け

に
う

と

く
も

あ

る

か
な
」

「
か
ひ
あ

り

し
御

か
け

に
う

と
き

下
草

は
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同

じ
ね

さ
し
も

甲
斐

な

か
り
け

り
」

の

二
首

の
和

歌

が
示

す
よ
う

に
、
江

戸
時

代

も
後
期

に
至

る

と
大

師
流

を

よ
く

す

る
地

下

人

に
と

っ
て
は
甲
斐

守

は
か

な
り
垂

誕

の
受
領

に
な

っ
て

い
た

と
考

え
ら

れ
る
。

こ
の
よ
う

に

特

に
大
師

流

で
大

い
に
重

ん
ぜ

ら
れ

た
甲
斐

守

は
、
重

威

か
ら
岡
本

保
考

(安

永

八
年
任

)
、

さ
ら

に
同
胡

保

(天
保

六
年

任
)
、

山

口
行

厚

(天
保

七
年

任

)
、

岡
本
保

誠

ら

の
能
書

が

次

々
と

任
官

さ
れ
、

そ

れ
ぞ

れ

が
朝

廷

の
書

き
役

と
し

て
活
躍

し

つ
つ
、
大

師
流

は
明
治
維

新
を

迎
え

る

の
で

あ

る
。

〔付
 
岡
本
邦
氏
墓
碑
銘
〕

 
邦
氏
の
墓
碑
銘
に
つ
い
て
は
、
既
に
寺
田
貞
次
が
大
正
十

一
年
に

『京

都
名
家
墳
墓
録
』
の
中
で
紹
介
お
よ
び
翻
刻
を
し
て
い
る
が
、
本
文
に
若

干
の
誤
り
が
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
実
見
す
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
を
機

に
、
改
め
て
全
文
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

・
所

在
地

・
形

法

・
年

代

・
撰

者

京
都
府
京
都
市
北
区
西
賀
茂
鎮
守
奄
町
、
小
谷
墓
地
内

櫛
型
角
柱
墓
石
、
陰
刻

明
和
三
年

(
一
七
六
六
)
十
二
月
建

小
野
重
威

(
一
七

一
ニ
ー

一
七
七

一
)

小
野
重
威
は
伴
氏
。
初
名
重
貫
。
代
々
主
殿
寮
に
出
仕
す
る

地
下
の
官
人
で
あ
る
。
な
お
、
佐
竹
重
威

(源
氏
)
と
は
全

く
の
別
人
で
あ
る
。

 
 

右

背
[

正

 
 

左

【正
面
】

前
祠
官
故
正
四
位
下
甲
斐
守
賀
茂
縣
主
邦
氏
墓

【左
面
】

賀
茂
縣
主
邦
氏
内
蔵
権
頭
氏
共
縣
主
男
母
従
四
位
下

賀
茂
宗
村
縣
主
女
也
邦
氏
以
元
禄
十
五
年
十
月
五
日

生
享
保
六
年
四
月
十
二
日
叙
従
五
位
下
元
文
二
年
十

二
月
廿
二
日
叙
従
五
位
上
同
四
年
十
二
月
廿
五
日
任

甲
斐
守
寛
保
二
年
正
月
十
二
日
叙
正
五
位
下
延
享
五

【背
面
】

年
四
月
十
三
日
叙
従
四
位
下
宝
暦
四
年
十
二
月
廿
六

日
叙
従
四
位
上
同
五
年
二
月
十
九
日
清
書
摂
政
復
辟

辞
表
同
九
年
正
月
十
二
日
叙
正
四
位
下
同
十
三
年
十

一
月
 
御
即
位
書
左
右
近
衛
府
之
旗
銘
萬
歳
文
明
和

二
年
十
月
廿
二
日
卒
享
年
六
十
四
嘗
受
書
法
七
箇
大

事
於
書
博
士
甲
斐
守
賀
茂
司
直
鮎
書
尤
熱
成
則
以
是

【右
面
】

傳
之
備
前
守
賀
茂
氏
梁
宝
暦
四
年
三
月
十
五
日
始
為

祠
官
至
明
和
二
年
八
月

一
日
累
轄
其
職
嬰
木
工
権
頭

賀
茂
宗
辰
女
子
男
四
人
氏
雅
成
長
為
従
五
位
上
先
父

卒
其
余
皆
天
焉
今
薙
十
二
月
孫
氏
禮
建
石
勒
其
状
云

明
和
三
年
十
二
月
主
殿
助
伴
重
威
文
井
書
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注(1
) 

江
戸
時
代
、
勧
修
寺

・
仁
和
寺

・
大
覚
寺

の
各

門
跡

に
は
受
領

を
許
可

す
る

 
 
権
利
が
認

め
ら
れ
て

い
た

(安
田
富
貴

子

「近
世

受
領
考
レ
〔
『古
浄
瑠
璃

正
本

 
 
集
』

六
、
角
川
書
店
、

昭
和

四
十
二
年

〕)
。

(2
) 

小
笹
喜

三

『書
道
大
師
流
綜
考

』
(昭
和
十
六
年
)
所
収
。
年
代

に
関
し

て
、

 
 
根
拠

は
明

示
さ
れ
て
は

い
な

い
が
元
禄

三
年

に
書
か
れ
た
と
の
説
明
が
な
さ
れ

 
 
て

お
り
、
本
稿

で
は
こ
の
小
笹
説

に
従

っ
て
お
く
。

(3
) 

『地

下
家
伝
』

に
は
司
直

の
甲
斐
官
任
官
は
享
保
十

一
年

と
あ

る
が
、

『賀
茂

 
 
社
家
系

図
』
及
び
寺

田
貞
次

『京
都
名
家

墳
墓
録
』

(大
正
十

一
年
刊

)
所
収

 
 

の
司
直

の
墓
碑
銘

に
は
、
享
保
十

一
年

の
ほ
か
に
宝
永
七
年

に
も
甲
斐
守

に
任

 
 
ぜ
ら

れ
た
と
あ

る
。

し
か
し
こ
の
両
書

は
司
直

の
叙
任
の
記
述

に
関

し
て
は
か

 
 
な

り
の
混
乱
が

見
ら
れ

る
ほ

か
、
享
保

五
年

に
司
直

が
著

し
た

『入
木
道

注

 
 
進
』

で
は
自

ら
散
位

と
記

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宝
永
七
年
で

の
甲
斐
守
任
官

 
 

に
つ
い
て
は
や
や
信
愚

に
欠

け
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(4
) 

近
衛
家
熈
が
大
師
流

の
能
書

と
し
て
も
著
名

で
あ

っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、

 
 
拙
稿

「大
師
流
継
承
者

と
し
て
の
近
衛
家

熈
」

(『芸
文
研
究
』
90
、
平
成
十
八

 
 
年
)
を
参

照
さ
れ
た

い
。

(5
) 

『賀
茂
社
家
系
図
』

に
よ

る
。

(6
) 

生
没
年

な
ど
は
、
国

立
公
文
書
館
蔵

『賀

茂
県
主
年
齢
次
第
』

に
よ
る
。

(7
) 

『賀

茂
社
家

系
図
』

に
よ

れ
ば

、
邦

氏
は
元
文

元
年

(日
時

は
不

明
)
に
藤

 
 
木
司
直

か
ら
大
師
流

の
伝

授
を
受
け
、
さ
ら

に
筆
法
書
を
悉
く
譲
ら
れ
た
と
あ

 
 

る
。

ま
た
同
年
十

月
十
七
日

に
花

山
院
常

雅
よ

り
重

ね
て
入
木
道

伝
授

を
う

 
 
け
、
筆
法

・
秘
書

を
数
多

譲
与
せ
ら
れ
た
と
あ
る
。

(8
) 

『赤

塚
芸
庵
雑
記
』

(神

道
史
学
会
、
昭
和
四
十
五
年
)

の
羽
倉
敬
尚
解
説

に

 
 
よ

る
。

ち
な
み
に
邦
氏

は
神
職
と
し
て
は
明
和

二
年

に
上
賀
茂
社

の
摂
社
大

田

 
 
社

の
禰
宜

に
な

っ
た
。

岡
本
家
と
し
て
先
例

の
な

い
禰
宜
職
就
任

で
あ

っ
た
。

(9
) 

「要
人
」

の
読

み
方

は

『国
史
大
辞
典
』

「東
百
官
」

に
よ
る

と

「
か
な

め
」

 
 

と
さ
れ
て

い
る
。

(10
) 

陽
明
文
庫
函
架
番
号

九
〇
三
四
五
。

(11
) 

『花
山
院
常
雅
記
』

(自
筆
本
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
)

に
よ
る
。

(12
) 
中

原
織
部
が
家
熈

に
仕
え
た

こ
と

に
つ
い
て
は
、

そ
の
墓
碑
銘

(京
都
市

左

 

京
区

田
中

下
柳

町
、
常

林
寺
墓
地
内

に
現
存
)
に

「事
准
三
宮
 
家

熈
公
、
勤

 

仕
有
年
」

と
あ

り
、
確

認
で
き
る
。

(13
)

佐
竹
重
威

が
伝
授
の
際

に
大
炊
御
門
家
孝

に
提
出
し

た
誓
状

が
、

近
衛
家

の

 
 
陽

明
文
庫

に
現
存
す
る
。

(14
) 

佐
竹
重
威

墓
碑
銘

に
よ
る
。

(15
) 

注

(4
)
同
書

。

(16
) 

岡
本
保
考

は
岡
本
邦
氏
と
は
別
系
統

の
社
家
岡
本
家

の
出
身
。

ま
た
、
国
学

 
 
者

の
岡
本

保
孝

(号
況
斎
)
と
は
全
く

の
別
人

で
あ

る
。

(17
) 

甲
斐
守

任
官
時
期
は
未
詳
。
た
だ
し
、
遺
墨

の
落
款

に
よ
り
安
政

二
年

に
は

 
 
既
に
甲
斐
守

に
任
ぜ
ら
れ

て
い
た

こ
と

は
確
認

で
き

る
。

※
史

料

の
引

用

に
際

し
、

適
宜

句
読
点

を
補

い
、

 
に
改

め
た
箇

所

が
あ

る
。

異
体
字
を
通
行
の
字
体
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